
教育評価部会

Ｉ研究主題 自己評価力を高める評価のあり方
、

Ⅱ実践の内容

１授業者：山梨南中学校辻純二教諭

１月３１日（水）１年生英語過去形の学習

【本時の目標】①過去形の使い方に関心をもって学習できる。

②過去の出来事について内容を聞き取れる。

①あいさつ・ＢＩＮＧＯ（全体）

②ＡＩ/ｒとＪＴＢの会話のリスニング（全体・個）

③会話内容のシートへの日本語での記入（全体・個）

④会話内容の英語による概要作成（グループ）

⑤インタビュー（ペア）

⑥インタビューをもとにしたライティング（グループ）

⑦自己評価シートへの記入（個）.まとめ（全体）

リスニングシナリオ＊G:(ALT）＊J(JTE）

J:Ｄｉｄｙｏｕｇｏｔｏｔｈｅｓｈｒｍｅｎｅａｒｙｏｕｒｈｏｕｓｅ？ 

G:Ｎ0,1did、，ｔ・IwenttoMeijiShriine．

』:MeijiShrine？YOuwenttoTOkyo．

Ｇ:Ｏｈ,yes・ＩｗｅｎｔｔｏＴｏｋｙｏｗｉｔｈｍｙ嵐end・ＨｅｉｓａｎＡＩｎ・Isawmanypeoplearoundthe

RhTine 

J:Didyouwaitfbralongtime． 

Ｇ:Yes・Ｓｏｌｇａｖｅｕｐ

ＪＡｆｔｅｒｔｈａｔＷｈａｔｄｉｄｙｏｕｄｏ？ 

Ｇ:ＩｃａｍｅｂａcktoKofUandwenttoTakedaShnPine 

J:Iwenttheretoo・Ｗｈｅｎｄｉｄｙｏｕｇｏ？

Ｇ:OnthesecondofJanuary・Howaboutyou？

』:Ｉｗｅｎｔｔｈｅｒｅｏｎｔｈｅ４ｔｈ､Lastyearlwentthereonthe2nd､mdyougotoTakedaShrine

lastyear？ 

G:Ｎ０，１did､,ｔ・IwenttoFUji-SengenShrine

J:ＷＯｗ１ （×２） 

､〆。

1２７－ 



２授業者：大和小学校窪川純一郎教論

９月６日（水）５年生総合的な学習の時間

「世界を知ろう」（国際理解・文化・情報）

【本時の目標】、

.調べた動機やわかったこと，参考となる本やサイトについて説明をすることがで

きる。（学習活動に関わる技能・表現）

○情報交換会の流れと学習のめあてを確かめる。

↓ 

○一人ひとり発表する。

.調べた動機や内容を発表する。・発表に分からない点があったら質問する。

・発表後，プリントにアドバイスを記入する

↓ 

○全部の発表の後，各発表についてアドバイスできる点を話し合う。

↓ 

○反省をカードに記入する。

･上手に発表できたか。・アドバイスは考えられたか。

↓ 

○次の時間の活動予定を知る。

Ⅲ成果と課題

１児童・生徒が正しい自己評価を行えるような指導上の工夫や配慮が必要となる。

２発表や話し合いなど，相互評価を行えるような場面を設定して，自己評価の参考

にすることが効果的である。

３自分の活動が中心の場合，めあてを明確に持たせること。何をするか，何ができ

ればその時間の活動が達成されたかを，活動前に話し合うことが重要。また，自

己評価の前に見つけたことやわかったことを聞いてみたり，教師からアドバイス

をすることで，自己評価の力を伸ばすことができる。

４評価の基準を明確に設定しておくこと。声のものさし，発表のものさしなど，ど

こまでできれば◎で，何ができれば○となるのか，共通理解を持つことが必要で

ある。

５評価は，次の活動につながる肯定的なものであってほしい。たとえ達成されなく

とも，次はこうすれば良いという見通しが大切である。相互評価ができる人間関

係を，しっかりと作っていくことが前提となる。そうした人間関係が築かれた中

：で相互評価ができることが望ましい。

（部長古屋真吾）

－１２８－ 
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